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(57)【要約】
　一体化車輌侵入／データ転送装置は、少なくとも１つ
の車輌侵入機能を提供するように適応された車輌侵入ロ
ジック（２０８）と、外部データを受け取るように適応
されたデータ入出力ポート（１２０）と、データ入出力
ポート（１２０）を介して受け取った外部データを格納
するように適応されたメモリー（２０４）からなる。一
体化車輌侵入／データ転送装置（１００）はまた、デー
タ入出力ポート（１２０）からメモリー（２０４）へお
よびメモリー（２０４）から車輌中の車輌システムへデ
ータを転送し、それにより外部データが少なくとも１つ
の車輌侵入機能の動作を介して車輌中に持ち込まれてメ
モリーから車輌システムに転送されるように適応された
データ処理ロジック（２０３）からなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの車輌侵入機能を提供するように適応された車輌侵入ロジック（２０８
）と、
　外部データを受け取るように適応されたデータ入出力ポート（１２０）と、
　データ入出力ポート（１２０）を介して受け取った外部データを格納するように適応さ
れたメモリー（２０４）と、
　データ入出力ポート（１２０）からメモリー（２０４）へおよびメモリー（２０４）か
ら車輌中の車輌システムへデータを転送し、それにより外部データが少なくとも１つの車
輌侵入機能の動作を介して車輌中に持ち込まれてメモリーから車輌システムに転送される
ように適応されたデータ処理ロジック（２０３）と、
を含む、一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項２】
　データ処理ロジック（２０３）は、データをデータ入出力ポート（１２０）を介して車
輌システムへ転送するように適応されている、請求項１記載の一体化車輌侵入／データ転
送装置（１００）。
【請求項３】
　車輌侵入ロジック（２０８）にパワーを提供するように適応された第一のバッテリー（
２１０）と、
　第一のバッテリーとは独立にメモリーにパワーを提供するように適応された第二のバッ
テリー（２０６）と、
を含む、請求項１記載の一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項４】
　第二のバッテリーは再充電可能である、請求項３記載の一体化車輌侵入／データ転送装
置（１００）。
【請求項５】
　メモリーは、インダクティブ充電を介して充電可能なバッテリー（２０６）によってパ
ワーを与えられる、請求項１記載の一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項６】
　外部データをプレイするための内部オーディオプレイシステム（２１２）を含む、請求
項１記載の一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項７】
　内部オーディオプレイシステム（２１２）は、一体的車輌侵入／データ転送装置（１０
０）と関連付けられているヘッドホンのセットにオーディオ信号を提供するように適応さ
れている、請求項６記載の一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項８】
　少なくとも１つの車輌侵入機能はドアアンロック機能を含む、請求項１記載の一体化車
輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項９】
　データ入出力ポート（１２０）はＵＳＢポートを含む、請求項１記載の一体化車輌侵入
／データ転送装置（１００）。
【請求項１０】
　データ入出力ポート（１２０）は無線通信インターフェースを含む、請求項１記載の一
体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【請求項１１】
　データはオーディオデータを含む、請求項１記載の一体化車輌侵入／データ転送装置（
１００）。
【請求項１２】
　データはビデオデータを含む、請求項１記載の一体化車輌侵入／データ転送装置（１０
０）。
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【請求項１３】
　データはナビゲーションデータを含む、請求項１記載の一体化車輌侵入／データ転送装
置（１００）。
【請求項１４】
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）を操作する方法（３００）であって、
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）にデータを格納する（３０４）ことと、
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）で車輌侵入機能を行う（３０６）ことと、
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）から車輌中の車輌システムにデータを転送
する（３０８）ことと、
を含む方法。
【請求項１５】
　第一のバッテリー（２１０）を介して一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）中で
車輌侵入機能を行う車輌侵入ロジックにパワーを提供することと、
　第一のバッテリーとは独立に第二のバッテリー（２０６）を介して一体化車輌侵入／デ
ータ転送装置（１００）中にデータを格納するメモリーにパワーを提供することと、
を含む、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項１６】
　第二のバッテリーは再充電可能である、請求項１５記載の方法（３００）。
【請求項１７】
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）の一部をなすオーディオプレイシステム（
２１２）上でデータをプレイすることを含む、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項１８】
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）に関連付けられたヘッドホンのセットにデ
ータを送ることを含む、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項１９】
　少なくとも１つの車輌侵入機能はドアアンロック機能を含む、請求項１４記載の方法（
３００）。
【請求項２０】
　データはＵＳＢポートを介して一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）に転送され
る、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項２１】
　データは無線通信インターフェースを介して一体化車輌侵入／データ転送装置（１００
）に転送される、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項２２】
　データはオーディオデータを含む、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項２３】
　データはビデオデータを含む、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項２４】
　データはナビゲーションデータを含む、請求項１４記載の方法（３００）。
【請求項２５】
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）であって、
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）にデータを格納する手段（２０２）と、
　車輌侵入機能を行う手段（２０８）と、
　一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）から車輌中の車輌システムにデータを転送
する手段（２０２）と、
を含む一体化車輌侵入／データ転送装置（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全体的にデータ転送のためのシステムと方法に関する。特に、本発明の例示
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的実施形態は、車輌中の車輌システムへの転送のためにオーディオデータのようなデータ
を格納するように適応された車輌侵入装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　このセクションは、以下で記載されおよび／または請求される本発明の様々な側面に関
連し得る技術の様々な側面に読者を紹介することが意図されている。この説明は、本発明
の様々な側面のより良い理解を容易にするための背景情報を読者に提供するのに有益であ
ると信じられている。従って、これらの言明は、従来技術の承認としてではなく、この観
点で読まれるべきものであることが理解されるべきである。
【０００３】
　自動車システムは、顧客により多くの代替形を供し続けている。既知のシステムは、車
輌の外のソース（携帯型メディアプレーヤーのような）から車輌中のオーディオビジュア
ルシステムにオーディオミュージックファイルのようなデータを転送することをユーザに
許容する。よって、ユーザは、好まれた娯楽コンテンツを車輌のオーディオビジュアルシ
ステムに転送して、別々のメディア（例えば、ＣＤまたはＤＶＤ）を絶えずプレイされる
べき車輌中に持ち込むことの必要を削減しても良い。しかしながら、互換性の問題は、ユ
ーザが特定のタイプの携帯型メディアプレーヤーから自動車オーディオビジュアルシステ
ムにデータを転送することができるようになることを阻止し得る。加えて、ユーザは格納
されたデータを含んだ装置を車に運び込まなければならない。車輌の外のソースから車輌
に搭載されたオーディオビジュアルシステムにデータを転送する改善されたシステムと方
法が望ましい。
【発明の概要】
【０００４】
　一体化車輌侵入／データ転送装置と同装置を操作する方法が提供される。例示的一体化
車輌侵入／データ転送装置は、少なくとも１つの車輌侵入機能を提供するように適応され
た車輌侵入ロジックと、外部データを受け取るように適応されたデータ入出力ポートと、
データ入出力ポートを介して受け取った外部データを格納するように適応されたメモリー
からなる。一体化車輌侵入／データ転送装置はまた、データ入出力ポートからメモリーへ
およびメモリーから車輌中の車輌システムへデータを転送し、それにより外部データが少
なくとも１つの車輌侵入機能の動作を介して車輌中に持ち込まれてメモリーから車輌シス
テムに転送されるように適応されたデータ処理ロジックからなる。
【０００５】
　本発明の上述したおよびその他の特徴と利点とそれらを達成するやり方は、添付の図面
との関係で発明の一実施形態の以下の記載を参照することによって明らかとなりより良く
理解されるであろう。
【０００６】
　対応する参照符号はいくつかの図を通して対応する部分を指し示す。ここに説明される
例示は発明の好ましい実施形態を一つの形で描写するが、そのような例示は発明の範囲を
いかなるやり方でも限定していると解釈されるべきものではない。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本発明の例示的実施形態に従った一体化車輌侵入／データ転送装置の斜
視図である。
【図２】図２は、図１に示した一体化車輌侵入／データ転送装置の機能ブロック図である
。
【図３】図３は、本発明の例示的実施形態に従った方法のプロセスフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の１つ以上の特定の実施形態が以下に記載される。それらの実施形態の簡潔な記
載を提供するための努力として、実際の実装の全ての特徴が明細書中に記載されるわけで
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はない。あらゆるエンジニアリングまたはデザインプロジェクトにおいてのように、あら
ゆるそのような実際の実装を開発する際には、一つの実装から別のもので変動し得る、シ
ステム関連のおよびビジネス関連の制約との整合のような、開発者の特定のゴールを達成
するために、数々の実装特定の決定がなされなければならないことが認識されるべきであ
る。しかも、そのような開発努力は複雑で時間のかかるものであるかもしれないが、それ
にも拘わらずこの開示の恩恵を有する当業者にとってはデザイン、作製および製造のルー
ティン作業であろうことが認識されるべきである。
【０００９】
　図１は、本発明の例示的実施形態に従った一体化車輌侵入／データ転送装置の斜視図で
ある。一体化車輌侵入／データ転送装置は全体的に参照番号１００によって参照される。
一体化車輌侵入／データ転送装置１００は、データを格納する能力を車輌のドアのアンロ
ックまたはロックのような車輌侵入機能を行う能力と組み合わせる。車輌侵入とデータ格
納の機能を組み合わせることによって、一体化車輌侵入／データ転送装置１００は、車輌
の外のソースから車輌内部の車輌システムにデータを容易に転送することをユーザに許容
する。しかも、車輌侵入機能を行うことの一体化車輌侵入／データ転送装置１００の能力
は、オーディオデータ、ビデオデータ、ナビゲーションシステムデータ等のようなデータ
を、パーソナルオーディオプレーヤーのような追加の装置の使用の必要無しに車輌システ
ムに転送することをユーザに許容する。
【００１０】
　図１に示された例示的実施形態では、一体化車輌侵入／データ転送装置１００は。本体
部分１０２とキーブレード１０４からなる。本体部分１０２は、以下で十分に説明される
ように、一体化車輌侵入／データ転送装置１００の動作を容易にするためのエレクトロニ
クスおよびメモリーを含む。加えて、本体部分１０２は、様々なボタンおよびその他のコ
ントロールや１つ以上のデータ入出力ポートのためのサポートを提供しても良い。キーブ
レード１０４は、ユーザの車輌をアンロックするように動作し、車輌を始動するように追
加で動作をしても良い。
【００１１】
　本発明の例示的実施形態では、一体化車輌侵入／データ転送装置１００の本体部分１０
２は、ロックボタン１０６、アンロックボタン１０８、およびアラームボタン１１０をサ
ポートする。ロックボタン１０６は、押された時に、関連付けられた車両（図示せず）の
全てのドアをロックするための無線制御信号を生成しても良い。アンロックボタン１０８
は、車輌の１つ以上のドアをアンロックするための無線コマンドを生成しても良い。アラ
ームボタン１１０は、ユーザが災難にあることを指し示すために車輌のクラクションを繰
り返し鳴らすことのようなアラームの音を発するように適応されていても良い。
【００１２】
　本発明の例示的実施形態は、外部ソースから一体化車輌侵入／データ転送装置１００に
転送されたオーディオデータをプレイするための内部オーディオプレイシステムを含んで
いても良い。内部オーディオプレイシステムを含めることは、ユーザが車輌中にいない時
でさえ使われ得る携帯型メディアプレーヤーとして機能することを一体化車輌侵入／デー
タ転送装置１００に許容する。もしそのような内部オーディオプレイシステムが含まれて
いれば、一体化車輌侵入／データ転送装置１００の本体部分１０２は、内部オーディオプ
レイシステムを操作するためのコントロールを含んでいても良い。例えば、本体部分１０
２は、巻き戻しボタン１１２、ポーズ／プレイボタン１１４、および早送りボタン１１６
を含んでいても良い。加えて、本発明の例示的実施形態は、オーディオデータをユーザに
よって装着されたヘッドホンのセットに配送するためのヘッドホン出力１１８を含んでい
ても良い。
【００１３】
　以下に十分に記載されるように、一体化車輌侵入／データ転送装置１００の本体部分１
０２は、外部ソースから転送されたデータを受け取るための１つ以上のデータ入出力ポー
トからなっていても良い。図１に描かれた例示的実施形態では、本体部分１０２は、
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あらゆる典型的な通信プロトコルに従って動作し得るデータ入出力ポート１２０からなる
。そのような通信プロトコルの例には、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）プロトコル
、ＩＥＥＥ１３９４高性能シリアルバスプロトコル等が含まれる。加えて、一体化車輌侵
入／データ転送装置１００の本体部分１０２は、ＷｉＦｉのような通信プロトコルに従っ
て動作している無線通信インターフェース１２２からなっていても良い。
【００１４】
　特定の入出力ポートを使って一体化車輌侵入／データ転送装置１００上に格納されたデ
ータは、異なる入出力ポートを使って車輌システムに転送されても良いことを当業者は認
識するであろう。例えば、データは、データ入出力ポート１２０を使って一体化車輌侵入
／データ転送装置中にローディングされ、無線通信インターフェース１２２を介して車輌
システムに転送されても良い。本発明の例示的実施形態では、一体化車輌侵入／データ転
送装置１００の本体部分１０２またはキーブレード１０４は、キーブレード１０４が車輌
のイグニション中に挿入された時に車輌と係合する１つ以上の物理的コンタクトを含んで
いても良い。これらのコンタクトは、一体化車輌侵入／データ転送装置１００から車輌シ
ステムへのデータの転送を許容しても良い。
【００１５】
　本発明の例示的実施形態は、自動車の既存のエレメント（即ち、ユーザによって既に携
行されているキー装置）を使うことによってオーディオファイルのようなデータを自動車
中に便利に持ち込むことをユーザに許容する。しかも、一体化車輌侵入／データ転送装置
１００は、ＵＳＢスティック、ＵＳＢハードドライブ、またはその他の商業的に入手可能
な消費者電子オーディオおよび／またはビデオプレーヤーのような外部オーディオ装置と
共にまたはその代用として使われることができる。データを車輌中の車輌システムに搬送
するための一体化車輌侵入／データ転送装置１００の使用は、データを搬送するためのＵ
ＳＢスティックまたはパーソナルオーディオプレーヤーのような別のデータ格納装置を使
用することに対して、１つ少ない装置を携行することを所有者に許容する。彼らが彼らの
自動車の外にいる間は車のキーは典型的には人によって保持されるので、これは本当であ
る。言い換えると、ユーザは既に車のキーを持っているので、更に追加の装置を携行する
必要が避けられる。
【００１６】
　図２は、図１に示した一体化車輌侵入／データ転送装置１００の機能ブロック図である
。ブロック図は全体的に参照番号２００によって参照される。図２に示された様々な機能
ブロックは、ハードウェアエレメンツ（回路を含んだ）、ソフトウェアエレメンツ（機械
読み取り可能な媒体上に格納されたコンピューターコードを含んだ）、またはハードウェ
アおよびソフトウェアエレメンツ両方の組み合わせからなっていても良いことを当業者は
認識するであろう。様々な機能ブロックは、本発明の例示的実施形態に従った方法を行う
ことを容易にするプログラム命令を格納するように適応されたメモリーのような有形の機
械読み取り可能な媒体を含んでいても良い。
【００１７】
　図２に示されるように、データ入出力ポート１２０はデータ処理ロジック２０２に接続
されている。フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等に実装されていても
良いデータ処理ロジック２０２は、コンピューターシステム等のような外部ソースから一
体化車輌侵入／データ転送装置１００へのデータの転送を管理するように適応されている
。データ処理ロジック２０２は、外部ソースから受け取ったデータを一体化車輌侵入／デ
ータ転送装置１００のメモリー２０４中に格納する。本発明の例示的実施形態では、メモ
リー２０４は拡張可能である。言い換えると、ユーザは、もし望ましければ、一体化車輌
侵入／データ転送装置１００中に格納され得るデータの量を増加するために追加のメモリ
ーを加えても良い。
【００１８】
　メモリー２０４は再充電可能バッテリー２０６によってパワーを与えられても良い。本
発明の例示的実施形態では、再充電可能バッテリー２０６は、キーが車輌イグニション中
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に係合されている時にはいつでも、車輌上の車輌パワーサプライから再充電される。加え
て、再充電可能バッテリー２０６はまた、コンピューターシステムのような外部装置から
データを受け取るように一体化車輌侵入／データ転送装置１００が接続されている時に再
充電されても良い。更には、再充電可能バッテリー２０６は、インダクティブ充電を介し
て充電されるように適応されていても良い。インダクティブ充電のために適応された本発
明の例示的実施形態では、ユーザは再充電可能バッテリー２０６上の電荷を維持するため
のインダクティブ充電場所中にキーを置く。インダクティブ充電場所中に位置している間
、再充電可能バッテリー２０６はインダクティブに充電される。
【００１９】
　一体化車輌侵入／データ転送装置２００は、車輌のドアのアンロックのような車輌侵入
機能を行うように適応された車輌侵入ロジック２０８からなる。車輌侵入ロジック２０８
は、メモリー２０４にパワーを与えるのに使われた再充電可能バッテリー２０６とは独立
して動作し得るバッテリー２１０によってパワーを与えられる。システムデザイン考慮に
依存して、車輌侵入ロジック２０８はデータ処理ロジック２０２と同じ物理的装置中に実
装されても良いことを当業者は認識するであろう。
【００２０】
　図２では、例示的一体化車輌侵入／データ転送装置２００は、オーディオプレイシステ
ム２１２を含む。上で説明したように、オーディオプレイシステム２１２は、一体化車輌
侵入／データ転送装置２００を携帯型メディアプレーヤーとして使用することをユーザに
許容する。例えば、オーディオプレイシステム２１２は、ヘッドホンジャック１１８を介
してユーザによって装着されたヘッドホンのセットにオーディオ信号を配送しても良い。
【００２１】
　図２に示された一体化車輌侵入／データ転送装置２００の例示的実施形態では、データ
入出力ポート１２０は車輌の自動車オーディオシステム２１４と通信しているように示さ
れている。外部ソースからメモリー２０４中にデータがローディングされて、車輌侵入ロ
ジック２０８による車輌侵入機能を行うことを介して車輌に侵入された後に、メモリー２
０４中に格納されたデータが自動車オーディオシステム２１４に転送されても良い。図２
では自動車オーディオシステムが描かれているが、外部ソースからメモリー２０４中に格
納されたデータはオーディオデータ以外のデータからなっていても良いことを当業者は認
識するであろう。例えば、データは、ビデオデータまたはナビゲーションシステムデータ
からなっていても良い。ナビゲーションシステムデータの場合には、データは車輌ナビゲ
ーションシステムに転送されるであろう。ビデオデータは好適な車輌ビデオシステムに転
送されるであろう、等々である。
【００２２】
　図３は、本発明の例示的実施形態に従った方法のプロセスフロー図である。プロセスは
全体的に参照番号３００によって参照される。ブロック３０２において、プロセスが始ま
る。
【００２３】
　ブロック３０４において、データが一体化車輌侵入／データ転送装置１００（図１）中
に格納される。上で説明したように、一体化車輌侵入／データ転送装置１００（図１）中
に格納されたデータは、いくつかの例を挙げると、オーディオデータ、ビデオデータ、ま
たはナビゲーションシステムデータからなっていても良い。有形の機械読み取り可能な媒
体上に格納され得るあらゆるタイプのデータが一体化車輌侵入／データ転送装置１００（
図１）を介して車輌システムに転送されても良いことを当業者は認識するであろう。
【００２４】
　ブロック３０６において、一体化車輌侵入／データ転送装置１００（図１）で車輌侵入
機能が行われる。例として、一体化車輌侵入／データ転送装置１００（図１）は、ユーザ
が一体化車輌侵入／データ転送装置１００（図１）と共に車輌に侵入することを許容する
ように、関連付けられた車輌の１つ以上のドアを遠隔的にアンロックする車輌侵入機能を
行っても良い。一体化車輌侵入／データ転送装置１００（図１）を車輌中に持ち込んだ後
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、ブロック３０８において示されるように、データが一体化車輌侵入／データ転送装置１
００（図１）から車輌中の車輌システムに転送される。ブロック３１０において、プロセ
スは終わる。
【００２５】
　発明は、様々な変形や代替形に受け入れることができても良い一方で、特定の実施形態
が例として図面に示されて、ここで詳細に記載される。しかしながら、発明は開示された
特定の形に限定されることを意図されていないことが理解されるべきである。むしろ、発
明は、以下の添付の請求項によって規定される発明の精神と範囲内に入る全ての変形、等
価形および代替形をカバーするものである。

【図１】 【図２】
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